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今月の新刊書籍
医学 こどもの整形外科疾患の診かた

［Web動画付］
診断・治療から患者家族への説明まで

（第3版）
編集 亀ヶ谷真琴
編集協力 西須　孝／都丸洋平
B5　頁 480　定価：10,340円［本体 9,400＋税 10%］
［ISBN978-4-260-06023-3］

医学「考える」外傷整形外科！
土田芳彦
B5　頁 464　定価：11,000円［本体 10,000＋税 10%］
［ISBN978-4-260-06024-0］

医学 誰も教えてくれなかった足の外科
［Web動画付］

NIKI メソッドによる治療戦略
仁木久照
B5　頁 304　定価：13,200円［本体 12,000＋税 10%］
［ISBN978-4-260-05743-1］

医学 皮膚病理診断リファレンス
（第2版）
安齋眞一
A4　頁 552　定価：24,200円［本体 22,000＋税 10%］
［ISBN978-4-260-05980-0］

医学 医療者のための結核の知識
（第6版）
編集 四元秀毅／山岸文雄
執筆 永井英明／長谷川直樹／露口一成
B5　頁 232　定価：3,960円［本体 3,600＋税 10%］
［ISBN978-4-260-05978-7］

医学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科
レジデントマニュアル
（第2版）
監修 伊藤壽一／大森孝一
編集 楯谷一郎
B6変型　頁 480　定価：5,500円［本体 5,000＋税 10%］
［ISBN978-4-260-06012-7］

医学 研修医のための精神科ハンドブック
（第2版）
編集 日本精神神経学会卒前医学教育・卒後臨床研修委員会
B5　頁 168　定価：3,850円［本体 3,500＋税 10%］
［ISBN978-4-260-06157-5］

看護 看護管理者のコンピテンシー・
モデル事例集
書き方とその評価

（第2版）
編 看護管理コンピテンシー研究会
B5　頁 156　定価：3,300円［本体 3,000＋税 10%］
［ISBN978-4-260-05762-2］

看護 2026 年版 准看護師試験問題集
10 年分の過去問データ［Web付録付］
編集 医学書院看護出版部
B5　頁 472　定価：3,960円［本体 3,600＋税 10%］
［ISBN978-4-260-05769-1］
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■［対談］実践の向上，人々のウェルビーイ
ングを見据えた看護研究に向けて（坂下
玲子，友滝愛）� 1 ― 2 面

■［座談会］どう動く？ どう導く？ プレイン
グマネジャーが直面する働き方改革（藤川
葵，後藤礼司，近澤研郎，近藤敬太）� 4 ― 5 面

■［寄稿特集］院内を駆け回るための18の
“Tips”（辰巳陽一，丸山和希，門村将太，木村
泰，松田奈々，平野匠）� 6 ― 8 面

　多くの看護研究者や大学院生を中心に長年読み継がれてきた書籍『ポーリッ
ト＆ベック看護研究』。看護研究の全容をつかもうとする挑戦には，果てしな
い大海原に漕ぎ出すに等しい困難があるわけですが，本書は航海を可能とする
羅針盤のように，研究に臨む人たちの道標となってきました。このたび本紙で
は，書籍新版の出版を記念して，監訳者の坂下氏，Evidence-based Practiceを
軸に活動を続ける友滝氏による対談を企画。書籍新版についてはもちろん，看
護研究全般にわたって広くお話しいただきました。

坂下　このほど私が監訳を務める書籍
『ポーリット＆ベック看護研究　第 3
版』（医学書院，原書第 11版）が上梓
されました。「黒本」の愛称で，多く
の看護研究者や大学院生，教員によっ
て読み継がれてきた一冊です。本日は
気鋭の看護研究者である友滝愛先生を
お迎えし，本書についてはもちろん，
看護研究全般にわたって広くお話しで
きればと思っています。
友滝　私は「臨床と研究の橋渡し」を
モットーに，研究を通じた臨床現場の
改善・医療の質向上をめざして活動し
ています。今回の書籍新版では，私の
活動に深くかかわる章も新たに加わっ
ており，対談にお声掛けいただけて光
栄です。ありがとうございます。

実践の向上を見据えた 
看護研究

坂下　友滝先生は，どのようにして研
究の道に進まれたのですか。
友滝　短大で看護師資格を取得した
後，学士編入を経て，東京大学医学部
附属病院で働きました。私は小児外
科・HCU病棟に配属されましたが，
今でも印象に残っているのは，医師の
考える治療方針と家族の希望が異なる
ときに，双方をつなぎ，意思決定のプ
ロセスに伴走する，まさに共同意思決
定を支える専門看護師の先輩の姿で

す。そういった先輩たちのケアを間近
で見て，臨床でのすばらしい実践を広
める方法の 1つとして，私は研究のほ
うからアプローチしたいと考えた次第
です。
坂下　私も似たところがあります。臨
床の技と科学をどう統合して新しい知
を生んでいくかを自身のライフワーク
として研究に従事してきました。本学
看護学部では 2014年に臨床看護研究
支援センターを立ち上げ，臨床と教育
の連携による看護実践の質向上をめざ
しています。
　友滝先生は東京大学と日本看護協会
により開設された社会連携講座に在籍
されていますが，どのような研究をさ
れるのですか。
友滝　今年 1月に開設された講座で，
看護に関するリアルワールドデータを
利活用したエビデンスの創出・データ
ベースの構築，看護のデータサイエン
ス人材の育成等を軸に活動していま
す。今回の書籍でも，電子カルテ内の
記録を活用したデータ収集について触
れられていて，看護研究の方法の 1つ
に既存データの利活用が位置付けられ
ていることを，改めて感じました。

「一般化」と「適用」のバラン
スを取りながら知の蓄積を

友滝　今回の書籍新版で，ポイントに

対
談

なる部分を教えてください。
坂下　新版の焦点は，複雑な看護現象
を研究という活動でどのように解き明
かし，実践の質向上につなげていくか
にあると考えています。そうした方針
の具体的な表れとして，EBP（Evi-
dence-based Practice）の推進が貫かれ
ています。先ほどリアルワールドデー
タのお話がありましたが，リアルワー
ルドに貢献できる知をいかに構築して
いくかが大きなポイントとして存在し
ます。また注目すべき点として，質的
研究および混合研究といった，量的研
究以外の記述も充実しました。加えて，
新版の新しい方向性として，デジタル
を活用したデータ収集法やビッグデー
タの活用法，臨床現場での研究や質改
善が論じられています。特に質改善に
は丸ごと一章が費やされていますか
ら，ぜひご一読いただきたいです（「第
12章　質改善と改善科学」）。
友滝　坂下先生の中で特に印象に残っ
ている章はありますか。
坂下　今版で新たに追加された「第
31章　適用可能性，一般化可能性，
関連性：実践に基づくエビデンスに向
けて」は，研究成果をどう現場に適用
していくのかを取り扱う章であり，チ
ャレンジングな内容で印象に残ってい
ます。「一般化可能性」は母集団に関
連する用語で，研究結果が，研究対象
者以外の集団にも広く当てはまるかを
示します。対する「適用可能性」は，
研究によって示されたエビデンスが実
際に個人や地域集団へ適用できるかを
示します（2面・図）。「一般化」と「適

用」は異なる概念のため，両者のバラ
ンスを取りながら知の蓄積をどう推進
していくかが問われるわけです。同章
では，研究エビデンスの適用可能性と
関連性に注意を払うべき理由を説明し
た上で，いくつかの提案を行っていま
す。
友滝　プレシジションヘルスケア（註）
の考え方に強く結びつく章ですね。
坂下　ええ。従来のエビデンスは一般
化された集団の平均値を扱ってきたも
のの，その人にとって最適化されたヘ
ルスケアが提供されるべきであるとの
考えを重視しているところが，書籍新
版の新しい点だと考えています。

理論的枠組み＝立場表明

坂下　加えて言うならば，私が本書の
中で読者に最も読んでいただきたいの
は「第 6章　理論的枠組み」です。こ
れは旧版の頃から存在する章で，本書
では研究の理論的枠組みが重要視され
ています。看護研究に取り組むことを
通じてどうしたら看護実践の質が向上
するのだろうかとさまざまに悩んでき
た人にこそ，この章の真価が伝わるの
ではないでしょうか。
友滝　世の中で起きている事象を研究
という形でとらえようとするとき，看
護学研究者にとって理論的枠組みは，
その事象を解釈していく道を照らして
くれるようなイメージを抱いていま
す。坂下先生の考える，看護研究にお

 （2面につづく）

実践の向上，人々のウェルビーイングを
見据えた看護研究に向けて

坂下 玲子氏
兵庫県立大学 理事兼副学長／

看護学部 教授

友滝 愛氏
東京大学大学院医学系研究科
社会連携講座ナーシングデータ
サイエンス講座 特任准教授
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（1面よりつづく）

ける理論的枠組みの位置づけや意義を
お伺いしたいです。
坂下　私は看護研究を，看護現象を扱
う研究と位置づけています。そこで「看
護現象とは何か？」ということですが，
現象とは，人間が知覚する全ての物事
を指します。今ここで私と友滝先生が
対話しているのも一つの現象で，それ
は多様な面を持っています。その現象
を友滝先生の立場からとらえることも
できれば，私の立場からもとらえられ
る。看護にまつわる現象も多様な局面
を持っています。看護は行為であり，
その場その場でプロセスとして消えて
いく現象です。看護研究とは原則，そ
うした看護現象を扱っているものと考
えます。
　そうすると，自分がとらえた現象と
他の誰かがとらえた現象はおそらく異
なるはずなのに，それを同じものとし
て進んでいくリスクがあります。その
点を明確にするには，対象とする現象
をどうとらえ分析を進めていくのかに
ついて，立場表明が必要です。その立
場表明こそが，理論的枠組みだと私は
考えています。そうした枠組みを持た
ないと，研究という長い道のりの中で
迷子になりかねません。
友滝　看護職ではない人が看護のマイ
ンドを持って行う行為は，看護研究の
対象に含めてよいのでしょうか。
坂下　含めてよいと私は考えます。た
だし，学問としては専門性に注目する
ので，看護職が提供する専門的な活動
が中心になるはずです。一方で，ケア
はもっと広い概念だと考えます。そも
そもなぜ看護職の働きが評価されにく
いかと言うと，古来から家庭内で行わ

れてきた行為を含んでいて，その専門
性が見えにくいからです。病人にご飯
を食べさせることは「誰にでもできる」
と考えられがちだけれど，そのような
行為を専門性を持って行うことでアウ
トカムが全然違ってきます。そのこと
は，看護実践の「可視化」が問われて
いることとつながっているはずです。

臨床と研究を 
どうつなげていくのか

友滝　おっしゃるように昨今，看護の
可視化との表現を目にする機会が増え
ました。私自身，現在，リアルワール
ドデータを活用した看護の可視化，特
に定量的なデータを使った研究にチャ
レンジしています。ただし，データ化
された時点で，実際に起きている現象
の一側面を，ある視点に基づいて切り
取っているに過ぎないこともあるの
で，ただ分析をすればよいのではなく，
データの背景を丁寧に理解することが
重要だと感じます。
坂下　データ分析のみによって可視化
を行おうとするのは難しいでしょう
ね。求められている可視化とは，看護
の行為，判断，価値を見える形にする
ことかと思います。そうであるならば，
量的研究，質的研究の両方のアプロー
チが必要になるはずです。
　量的研究は，現象をとらえて，そこ
に登場する変数が明らかになって初め
て生きてくるものです。ストーリーが
ないまま，つまり仮説がない段階でや
みくもにビッグデータを解析したとこ
ろで意味のある成果は得られないでし
ょう。一方，現象の中の重要な概念を
抽出し仮説を築くのが質的研究で，質
的研究が積み重なることで理論が構築
されるのだと私は考えています。です
から，可視化を行うのであればまずは
熟練した看護師への聞き取りや観察か
ら現象をみていくことです。そうした
研究はすでに行われているものの，課
題は，その結果が臨床の方にも伝わる
言葉で表現されていないことにあると
思います。
友滝　看護の可視化は量的研究と質的
研究の両輪で，ということですね。研
究から得られた知見を，実践のエビデ
ンスとして臨床現場で落とし込んでも
らえるよう発信していくことが，研究
者には求められているのだと思いま
す。臨床家と研究者が対話を継続して
いくことについて，今後より一層取り

註：個々の患者に最適なヘルスケアを提供す
ることをめざし，遺伝情報，ライフスタイル，
環境要因などを基に，患者一人ひとりに合わ
せた治療・予防・健康管理を行うアプローチ。
従来の一般化された画一的な医療ではなく，
その人にとって最も効果的な医療を追求する。

実践の向上，人々のウェルビーイングを見据えた看護研究に向けて

組んでいきたいと考えています。
坂下　臨床と研究の間の架け橋として
私が期待しているのは専門看護師
（CNS）です。院内に一定数 CNSがい
ることで大学と病院の共同研究がス
ムーズに進みますし，臨床での研究成
果の活用も促進されるのではと思いま
す。彼らをキーパーソンにして，どの
ような研究が医療界では行われてい
て，どのようなエビデンスを臨床に取
り入れればいいのかがわかる方，特に
管理者が臨床に増えていくと良いので
しょうね。

読み返すごとに学びがある

友滝　そうした臨床での EBPの推進
が書籍新版では貫かれているとのこと
でした。一方で，臨床研究を始めよう
とする人には本書はハードルが高いと
も思います。
坂下　いきなり本書をひも解くのはつ
らいでしょう。
友滝　それでは，どのような人がどの
ような使い方をすると良いのでしょう
か。
坂下　基本的には，研究者や大学で研
究を始めようとする方向けの書籍だと
考えています。使い方としては，全体
を通読するよりも，辞書的に必要な箇
所をピックアップして読むのがいいの
ではないでしょうか。読めば随所に有
用なことが書かれてはいるのですが，
なかなか全体を読破するのは簡単では
ないというのが正直なところです。
友滝　わからない箇所があっても，学
びを深めてから読み返すと「なるほど
そういうことか」と実感できるのが本
書ではないかと思います。私の専門分
野に関する章にも，「このことも書い
てある！」と思う箇所が随所にありま
すし，本書で取り上げている研究方法
論の網羅性にも驚かされます。ただ，
こういったことは，初学者のときには
わからなかったと思います。
坂下　何度も読み返すことには大きな
意味があると思います。私はナイチン
ゲールの『看護覚え書』を読み返すた
びに新たに感動するのですが，本書も
同様に，自身の成長に伴って，読んで
いて心に響く箇所が変わってくるのだ
と思います。
友滝　そういう意味では，研究者の生
涯学習にも最適ですね。
坂下　いったんは自分で研究をやって
みて，壁や限界にぶつかって，それか

ら本書に戻ってくると，読んでいて刺
さる箇所が増えるはずです。研究手法
にとどまらず，研究中に存在する落と
し穴もきちんと示してくれていますか
ら。そういう意味で，研究という長い
トンネルの中で出口がなかなか見えず
にもがいている最中に読み返すこと
で，何を大切にしなければならないの
かについて示唆をもらう……といった
使い方もできると思います。

＊
友滝　看護は様々な人々を対象としま
すが，生きづらさを感じる方や，治療
や療養でつらい思いをされている方も
多くいらっしゃいます。そのような中
で，対象者のいま，そのときを支え，
ひいてはその後の未来をも支える看護
職の実践をデータで示し，研究結果を
エビデンスとしてまた臨床に戻してい
けるよう，これからも研究に取り組ん
でいきたいと思います。
坂下　研究に取り組むに当たっては，
何のためにその研究をするのかについ
て，今一度自問してみてほしいです。
答えとしてそこにあるのは患者さんや
ご家族の笑顔だと良いですね。そうし
た人々のウェルビーイングに貢献した
いという熱意が，良い研究を導くので
はないかと考えています。 （了）

●図　一般化可能性と適用可能性（『ポーリット＆ベック看護研究　第 3版』，690頁よ
り転載）

エビデンスが一般化可能なものから適用可能なものへと移行する仮想の連続体を示している。図
の下部は，研究者がこの連続体に沿って使用できる戦略の例を示している。

●ともたき・あい氏
2002年広島県立保健福祉短大看護学科（当時）
卒。東大医学部健康科学・看護学科（当時）へ
学士編入し，その後看護師として 2年間の臨床
経験を経て，研究を通じた臨床現場への貢献に
関心を持つ。東大大学院修士課程で疫学・生物
統計学を学んだ後，臨床医主導の臨床研究，症
例レジストリ事業等に携わる。15年より看護系
大学教員となり，看護師のEBPをテーマにした
研究やリアルワールドデータを活用した研究に取
り組む。20年千葉大大学院にて博士（看護学）
を取得。25年より現職。

●さかした・れいこ氏
1985年東大医学部保健学科（当時）卒。90年同
大大学院医学系研究科保健学専攻博士課程修
了。博士（保健学）。口腔保健を専攻し，食環境
と発達に関する研究を主に行ってきた。現在は研
究の範囲を高齢者に広げ，その人の内なる力を強
める支援を模索している。92年鹿児島大歯学部
助手，99年筑波大病院副看護師長，2001年兵庫
県立看護大（当時）助教授等を経て，05年より
現職。21年より副学長を兼任。23年，Fellow of 
American Academy of Nursing（FAAN）の称号を
授与される。

強化策の例 プラグマティック
臨床試験

サブグループ
分析

多変量解析による
リスク層化

プレシジョン
ヘルスケア戦略
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